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（1）新しいプログラムを開発し、女性の再就職支援のための講座を開講できた。
（2）講座修了後に来年度も実施して欲しいとの問い合わせがあった。
（3）本校が街中ということで非常に便利な場所で託児サービスを行うことができた。
（4）受講者の意識が非常に高く資格取得の面で良い結果が得られた。
（5）事前意識付研修と事後就職対策研修については非常にプログラムが充実しており受講者の
満足度が高かった

理 事 長 田 北 昭 二

　　②事業により得られた成果

女性の再チャレンジ支援プログラム

平成２０年度「専修学校を活用した再チャレンジ支援推進事業」成果報
告書

子育て等により比較的長時間にわたり離職され、再就職を目指す女性を対象に「パソコンの基礎
講座」、「グループワーク、トークセッション、ロールプレイング、講演会、ヘアメイク指導」、「一般教
養」等の講座を設けた。また、講座の最後にはフォローアップとしてキャリアカウンセリング、ライフ
プランニングを行い、再就職への一歩を踏み出してもらうために開講した。
・受講期間　　　　　平成２０年７月２８日～平成２０年８月２８日　（２０日間　１２０時間）
・開催時間　　　　　９：００～１６：００　（５０分　６時間）
・受講人数　　　　　２０名（途中諸事情で３名辞退）
・託児利用者　　　　１１名

　２．事業の評価に関する項目

（1）受講者の資格取得状況　　コンピュータサービス技能評価試験
表計算部門３級　　　　　１４名受験　　１４名合格
ワープロ部門２．３級　　１４名受験　　１３名合格
（2）受講者の就職状況　１７名修了中　９名就職(講座修了３ヶ月後調査)

　１．事業の概要

　　①目的・重点事項の達成状況

女性の再チャレンジ支援プログラム「自己分析から再就職へ」

学校法人　田北学院

田北ビジネス専門学校

担当者
連絡先

川口廣志
TEL(097)-532-2803

　　③今後の活用

今回この再チャレンジ支援講座は受講者にとって大変有意義なものになり再就職達成へ大変効
果的なものとなった。以後はこのプログラムをもとに就職へのフォローアップ体制をより充実させ活
用していきたい。



　　①履修証明書等

　３．事業の実施に関する項目

　  ④次年度以降における課題・展開

（1）募集について　　本校で開講できる時期がある程度限定されていたこともあり、募集期間が１ヶ
月弱ということで多少短いことが残念であった。　次回は開講に余裕を持った募集期間にしたい。
（2）開講時期　　問い合わせは多数あったが子どもさんが夏休みということで受講を断念される方
が複数あった。　　開講時期を検討しなおさなければならない。
（3）講座日程　　１ヶ月間（土日を除く）フルに日程を組んだことで毎日皆勤ということが難しかった
のでもう少し緩やかな日程にすべきだと感じた。

講座時間数が１２０時間のうち３分の２以上出席の受講者に本校独自の修了証書を授与した。受
講者には大変喜ばれた。　　１７名中１４名に授与

　　②カリキュラムの内容
女性の再チャレンジ支援プログラム「自己分析から再就職へ」
子育て等により比較的長期間にわたり離職され、再就職を目指す女性を対象に「パソコンの基礎
講座」、「グループワーク、トークセッション、ロールプレイング、講演会」、「一般教養」等の講座を
設けた。また、講座の最後にはフォローアップとしてキャリアカウンセリング、ライフプランニングを
行い、再就職への一歩を踏み出してもらう。
今回の支援プログラムは大きく分けて４つのコースからなっている。
（１）事前意識付け研修
①グループワーク　　自己分析、自己表現、自己主張により「自分は何ができて、何をしたいか、ど
うなりたいか」を考える機会とした
②トークセッション　　企業の人事担当者を招き「どういった人材を求めているか」というテーマで話
③講演　　ファイナンシャルプランナーにより「今後どれだけのお金が必要なのか」をテーマに話
（２）座学、実技講座
①パソコン講座　　パソコンの技術・知識を学習し、日常の仕事でも十分通用する力を養った

　　③講座の実施

②一般教養講座　　５科目を中心に一般常識レベルの知識を学びなおしの意味合いも含めて学
習
（３）事後就職対策研修
①講演　　「再就職をめざして」をテーマに再就職体験談等
②理論とロールプレイング　　働くことの意義やビジネスマナーの基本
③就職活動への第一歩　　履歴書の書き方、アポイントの取り方、面談の受け方等
④ヘアメイク指導　　「メイクアップと身だしなみ講座」
（４）フォローアップ講座
①ライフプランニング、キャリアカウンセリング　　女性の再就職に向けての相談等



講座修了３ヶ月後に就職状況調査を行った　　現在１７名中９名が就職し、働いている。正社員、
パートなど形態は様々だが、支援プログラムがたいへん役に立っていると感謝されることが多い。
未就職の方も現在就職活動をしている方が多い。

（1）期間　　平成２０年７月２８日～平成２０年８月２８日
（2）受講者数　　２０名（途中退所者３名）
（3）受講者の属性　　年齢　２２歳～５７歳　　居住地　大分・別府市内
（4）場所　　学校法人　田北学院　田北ビジネス専門学校
（5）受講生の反応
ア　今回の支援プログラムが今後の就職活動や仕事等に役立つと思いますか
・役立つ（全員）
イ　役立つと答えた方で　　どのような点が役に立ちますか
・１ヶ月がんばったという自信
・パソコンの資格取得
・講演で多くの先生方の話が聞けた、今後の就職活動にプラスになると思う　                              

　  ④支援対象者（受講者）の状況
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